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は
じ
め
に
─
「
天
地
開
闢
」
と
「
天
地
創
造
」
─

前
稿
に
お
い
て
は
記
紀
神
話
に
残
さ
れ
て
い
る
生
と
死
の
物
語
を
中
心
に
、
古

代
日
本
人
の
死
生
観
の
特
徴
を
探
っ
た
。
本
稿
で
は
、
同
じ
く
自
然
観
の
特
徴
を

考
え
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
も
『
旧
約
聖
書
』
と
の
比
較
か
ら
始
め
よ
う
。

一
、『
旧
約
聖
書
』
の
「
天
地
創
造
」

初
め
に
、
神
は
天
地
を
創
造
さ
れ
た
。
地
は
混
沌
で
あ
っ
て
、
闇
が
深
淵
の
面

に
あ
り
、
神
の
霊
が
水
の
面
を
動
い
て
い
た
。
神
は
言
わ
れ
た
。

「
光
あ
れ
。」

こ
う
し
て
、
光
が
あ
っ
た
。
神
は
光
を
見
て
、
良
し
と
さ
れ
た
。
神
は
光
と
闇

を
分
け
、
光
を
昼
と
呼
び
、
闇
を
夜
と
呼
ば
れ
た
。
夕
べ
が
あ
り
、
朝
が
あ
っ

た
。
第
一
の
日
で
あ
る
。

第
一
日
目
に
、
最
初
に
光
が
造
ら
れ
、
闇
が
分
け
ら
れ
て
、
昼
と
夜
が
造
ら
れ

た
。
こ
の
あ
と
、
日
ご
と
に
世
界
が
創
ら
れ
て
行
く
。

第
二
日
。
こ
の
日
は
天
が
創
造
さ
れ
る
。

神
は
言
わ
れ
た
。

「
水
の
中
に
大
空
あ
れ
。
水
と
水
と
を
分
け
よ
。」

神
は
大
空
を
造
り
、
大
空
の
下
と
大
空
の
上
に
水
を
分
け
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の

よ
う
に
な
っ
た
。
神
は
大
空
を
天
と
呼
ば
れ
た
。
夕
べ
が
あ
り
、朝
が
あ
っ
た
。

第
二
の
日
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
の
言
葉
と
、
創
ら
れ
た
も
の
を
並
べ
て
お
こ

う
。第

三
日
。
地
と
海
が
造
ら
れ
た
。

「
天
の
下
の
水
は
一
つ
所
に
集
ま
れ
。
乾
い
た
所
が
現
わ
れ
よ
。」

同
日
。
草
と
木
。

「
地
は
草
を
芽
生
え
さ
せ
よ
。
種
を
持
つ
草
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
を
持
つ
実
を

つ
け
る
果
樹
を
、
地
に
芽
生
え
さ
せ
よ
。」

第
四
日
。
太
陽
と
月
、
星
。

「
天
の
大
空
に
光
る
物
が
あ
っ
て
、
昼
と
夜
を
分
け
、
季
節
の
し
る
し
、
日
や

年
の
し
る
し
と
な
れ
。
天
の
大
空
に
光
る
物
が
あ
っ
て
、
地
を
照
ら
せ
。」

第
五
日
。
水
と
空
の
生
き
物
。

「
生
き
物
が
水
の
中
に
群
が
れ
。
鳥
は
地
の
上
、
天
の
大
空
の
面
を
飛
べ
。」

記
紀
神
話
の
死
生
観
と
自
然
観
（
二
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「
産
め
よ
、
増
え
よ
、
海
の
水
に
満
ち
よ
。
鳥
は
地
の
上
に
増
え
よ
。」

第
六
日
。
地
の
生
き
物
。

「
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
を
産
み
出
せ
。
家
畜
、
這
う
も
の
、
地
の
獣
を

そ
れ
ぞ
れ
に
産
み
出
せ
。」

そ
し
て
最
後
に
水
と
空
と
地
と
す
べ
て
の
生
き
物
を
「
支
配
さ
せ
よ
う
」
と
し

て
、「
御
自
分
に
か
た
ど
っ
て
」
人
を
創
造
す
る
。

第
七
日
、
神
は
「
天
地
創
造
」
を
終
え
て
休
息
す
る
。

天
地
万
物
は
完
成
さ
れ
た
。
第
七
の
日
に
、神
は
御
自
分
の
仕
事
を
完
成
さ
れ
、

第
七
の
日
に
、
神
は
御
自
分
の
仕
事
を
離
れ
、
安
息
な
さ
っ
た
。
こ
の
日
に
神

は
す
べ
て
の
創
造
の
仕
事
を
離
れ
、
安
息
な
さ
っ
た
の
で
、
第
七
の
日
を
神
は

祝
福
し
、
聖
別
さ
れ
た
。

こ
れ
が
天
地
創
造
の
由
来
で
あ
る
。

こ
う
し
て
世
界
は
「
完
成
」
さ
れ
、
そ
れ
以
来
不
変
の
も
の
と
し
て
あ
り
続
け

て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

人
の
創
造
に
付
い
て
は
前
稿
で
論
じ
た
の
で
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。
本
稿
で

は
、
そ
れ
以
前
の
部
分
を
比
較
検
討
の
対
象
と
す
る
。

『
旧
約
聖
書
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
追
っ
て
い
く
と
、
神
は
ど
こ
に
い
た
の
か
、

光
と
太
陽
、
昼
と
夜
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
曖
昧
と
も
取
れ
る
記
述

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
あ
と
の
「
創
世
記
2
・
4-

5
」
で
は
、

主
な
る
神
が
地
と
天
を
造
ら
れ
た
と
き
、
地
上
に
は
ま
だ
野
の
木
も
、
野
の
草

も
生
え
て
い
な
か
っ
た
。
主
な
る
神
が
地
上
に
雨
を
お
送
り
に
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
第
三
日
の
記
述
と
は
微
妙
な
ず
れ
が
あ
る
。

し
か
し
、
記
紀
神
話
と
の
比
較
を
念
頭
に
『
旧
約
聖
書
』
の
「
天
地
創
造
」
の

特
徴
を
考
え
る
と
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
前
稿
で
論
じ
た
人
間
の
、
生
命
の
起
源

と
同
じ
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。

神
が
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
天
地
と
宇
宙
を
産
み
だ
し
、
植
物
を
造
り
、
動

物
を
造
り
、
最
後
に
そ
れ
ら
の
い
の
ち
の
支
配
者
と
し
て
人
間
を
造
っ
た
、
と
。

そ
し
て
ま
た
、
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
の
世
界
は
「
完
成
」
し
て
お
り
、
不
変

の
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
、
も
特
徴
に
あ
げ
ら
れ
る
。

二
、『
日
本
書
紀
』
の
「
天
地
開
闢
」

ま
と
め
て
記
紀
神
話
と
呼
ば
れ
る
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
々
の
物

語
で
あ
る
が
、
こ
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
か
、
そ
の
冒
頭
部
分
に

付
い
て
は
『
古
事
記
』
の
物
語
は
、『
日
本
書
紀
』
に
伝
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の

異
伝
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
本
稿
で
は

『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
考
察
し
て
行
く
。

な
お
あ
ら
か
じ
め
言
っ
て
お
け
ば
、神
と
こ
の
世
界
と
の
関
わ
り
方
に
お
い
て
、

「
天
地
創
造
」
と
「
天
地
開
闢
」
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

　（
一
）『
日
本
書
紀
』
冒
頭
本
文
の
「
天
地
開
闢
」

『
日
本
書
紀
』
全
体
の
冒
頭
で
あ
り
、
編
者
た
ち
に
よ
っ
て
十
分
に
練
ら
れ
た

は
ず
の
文
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
構
文
上
の
、
あ
る
い
は
発
想
上
の
と
い
っ
て

も
よ
い
ひ
と
つ
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
中
国
古
典
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
「
普
遍
的
真
理
」
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を
述
べ
、「
故
（
か
れ
）
曰
は
く
」
つ
ま
り
「
そ
れ
故
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
」

と
い
う
一
文
で
つ
な
い
で
、
日
本
の
固
有
の
伝
承
内
容
を
語
る
、
と
い
う
構
文
上

の
特
徴
で
あ
る
。

『
淮
南
子
』
や
、
い
ま
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
『
三
五
暦
記
』
な
ど
か
ら
の
引

用
で
成
り
立
つ
冒
頭
部
分
を
ま
ず
引
用
し
て
お
こ
う
。

古
（
い
に
し
）
へ
天
地
（
あ
め
つ
ち
）
未
だ
剖
（
わ
か
）
れ
ず
、陰
陽
（
め
を
）

分
（
わ
か
）
れ
ざ
り
し
と
き
、
混
沌
（
ま
ろ
か
）
れ
た
る
こ
と
鶏
子
（
と
り
の

こ
）
の
如
（
ご
と
）
く
し
て
、
溟
滓
（
ほ
の
か
）
に
し
て
、
牙
（
き
ざ
し
）
を

含
（
ふ
ふ
）
め
り
。
其
れ
清
陽
（
す
み
あ
き
ら
か
）
な
る
も
の
は
、
薄
靡
（
た

な
び
）
き
て
天
（
あ
め
）
と
為
り
、
重
濁
（
お
も
く
に
ご
）
れ
る
も
の
は
、
淹

滞
（
つ
つ
）
ゐ
て
地
（
つ
ち
）
と
為
る
に
及
び
て
、
精
妙
（
く
は
し
く
た
へ
）

な
る
が
合
（
あ
）
へ
る
は
摶
（
む
ら
が
）
り
易
（
や
す
）
く
、
重
濁
（
お
も
く

に
ご
）
れ
る
が
凝
（
こ
）
り
た
る
は
竭
（
か
た
ま
）
り
難
（
が
た
）
し
。
故
（
か

れ
）、
天
（
あ
め
）
先
（
ま
）
ず
成
り
て
地
（
つ
ち
）
後
（
の
ち
）
に
定
（
さ

だ
ま
）
る
。
然
（
し
か
う
）
し
て
後
に
、
神
聖
（
か
み
）、
其
の
中
に
生
（
あ
）

れ
ま
す
。

原
初
の
、「
天
地
未
剖
、陰
陽
不
分
」
の
、鳥
の
卵
の
よ
う
な
と
形
容
さ
れ
る
「
混

沌
」
が
ま
ず
語
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
「
清
陽
」
と
「
重
濁
」
の
違
い
に
よ
っ
て
天

と
地
が
分
か
れ
て
い
く
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
原
初
の
混
沌
か
ら
、

陰
陽
の
原
理
に
よ
っ
て
天
地
が
分
か
れ
、
天
が
先
に
で
き
た
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
天
地
の
始
ま
り
に
付
い
て
の
普
遍
的
真
理
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
だ
か

ら
（
日
本
で
も
）
次
の
よ
う
に
言
う
、
と
続
い
て
い
く
。「
日
本
で
も
」
と
補
う

と
文
脈
が
明
確
に
な
る
。

そ
の
日
本
の
固
有
の
伝
承
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
、

開
闢
（
あ
め
つ
ち
ひ
ら
く
）
る
初
（
は
じ
め
）
に
、
洲
壌
（
く
に
つ
ち
）
の
浮

か
れ
漂
へ
る
こ
と
、
譬
（
た
と
）
へ
ば
游
魚
（
あ
そ
ぶ
い
を
）
の
水
上
に
浮
け

る
が
ご
と
し
。
時
に
天
地
の
中
に
一
物
（
ひ
と
つ
の
も
の
）
生
れ
り
。
状
（
か

た
ち
）、
葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
ご
と
し
。
便
（
す
な
は
）
ち
神
と
な
る
。
国

常
立
尊
（
く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）
と
号
（
ま
う
）
す
。（
略
）
凡
（
す
べ
）

て
三
（
み
は
し
ら
）
の
神
ま
す
。
乾
道
（
あ
め
の
み
ち
）
独
（
ひ
と
り
）
化
（
な
）

す
。
所
以
（
こ
の
ゆ
ゑ
）
に
、
此
（
こ
）
の
純
男
（
を
と
こ
の
か
ぎ
り
）
を
成

せ
り
。

一
読
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
天
地
が
分
か
れ
る
と
い
う
事
実
の
み
が
語
ら
れ

て
、
そ
れ
が
陰
陽
の
原
理
に
よ
る
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
乾
道
」

や
「
純
男
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
ま
で
は
陰
陽
以
前
と
解
釈
す
る
ほ

う
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
固
有
の
伝
承
と
中
国
的
な
陰
陽
の
原
理
に

よ
る
天
地
の
始
ま
り
と
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
陰
陽
原
理
で
解
釈
さ
れ
る
、
な
い
し
は
裏
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
構
造
に
な

っ
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
書
紀
編
者
は
、
伊
奘
諾
尊
と
伊
奘
冉
尊
の
い
わ
ゆ
る
国
生

み
神
話
に
陰
陽
の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
の
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
本
文
の
記
述

に
従
え
ば
、
天
地
が
陰
陽
の
原
理
で
分
か
れ
て
行
く
と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
、

少
な
く
と
も
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
天
地
の
始
め
に
付
い
て
、
本
文
の
他
に
六
つ
の
異
伝
を
伝
え

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
原
初
の
状
態
が
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認
し
て
お

こ
う
。

書
紀
本
文	
開
闢
之
初

一
書
第
一	

天
地
初
判

一
書
第
二	

国
稚
地
稚
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一
書
第
三	

天
地
混
成

一
書
第
四	

天
地
初
判

一
書
第
五	

天
地
未
成

一
書
第
六	

天
地
初
判

「
天
地
初
判
」と
い
う
四
字
熟
語
で
表
現
さ
れ
る
例
が
最
も
多
い
。し
か
し
一
方
、

一
書
の
第
二
・
第
三
・
第
五
の
よ
う
に
、
分
か
れ
る
以
前
の
状
態
に
重
点
を
お
い

た
表
現
も
見
ら
れ
る
。
本
文
を
含
め
「
天
地
初
判
」
を
い
う
場
合
で
も
、
む
し
ろ

原
初
の
混
沌
そ
の
も
の
の
中
か
ら
最
初
の
神
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ

た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
天
地
初
判
」
と
言
い
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
「
判
」
が

意
識
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
で
あ
っ
て
、
単
に
「
こ
の
世
の
は
じ
め
に
」
く
ら
い
の

意
味
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
天
と
地
が
分
か
れ
て
行
く
こ
と
自
体
に
対
し
て
は
関
心
が
希
薄

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
国
的
な
天
地
の
始
ま
り
と
は
微
妙
な
差
異
が
あ
る
の
だ
が
、
他

方
、『
旧
約
聖
書
』
の
「
天
地
創
造
」
と
の
違
い
も
ま
た
明
白
で
、『
旧
約
聖
書
』

で
は
ま
ず
神
と
そ
の
言
葉
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
で
は
ま
ず
「
天

地
」
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
神
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　（
二
）「
神
世
七
代
」
―
最
初
の
神
々
―

ど
の
よ
う
な
神
々
が
最
初
に
生
ま
れ
た
の
か
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、
七
と
い

う
奇
数
で
く
く
り
、「
神
世
七
代
」
と
呼
ぶ
神
々
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
古
事
記
』

で
は
、「
別
天
神
」
五
柱
プ
ラ
ス
「
神
世
七
代
」
の
計
十
二
代
の
神
々
と
さ
れ
、『
日

本
書
紀
』
と
は
異
な
る
括
り
方
を
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
神
々
は
『
日
本
書
紀
』

の
神
々
と
共
通
し
て
お
り
、
括
り
方
が
違
う
だ
け
で
あ
る
。
本
稿
の
視
点
か
ら
は

『
日
本
書
紀
』
の
み
を
分
析
対
象
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
『
日
本
書
紀
』
の
七
代
で
あ
る
が
、
七
代
は
さ
ら
に
三
代
と
四
代
に
分
け

ら
れ
る
。
ま
ず
、
最
初
の
三
代
か
ら
見
て
い
く
。

本
文
は
先
に
引
用
し
た
の
で
、
次
に
六
つ
の
一
書
を
並
べ
て
お
こ
う
。
た
だ
し

煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
第
二
の
神
以
下
は
基
本
的
に
省
略
し
て
、
最
初
の
神
に

注
目
す
る
形
で
引
用
す
る
。

（
1
）
一
書
第
一

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
初
（
は
じ
め
）
て
判
（
わ
か
）
る
る
と
き
、
一
物
（
ひ
と

つ
の
も
の
）
虚
中
（
そ
ら
の
な
か
）
に
在
（
あ
）
り
。
状
貌
（
か
た
ち
）
言
ひ

難
（
が
た
）
し
。
其
の
中
に
自
（
お
の
）
づ
か
ら
に
化
生
（
な
り
い
）
づ
る
神

（
か
み
）
有
（
い
ま
）
す
。
国
常
立
尊
（
く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）
と
号
（
ま

う
）
す
。（
以
下
略
）

（
2
）
一
書
第
二

古
（
い
に
し
へ
）
国
（
く
に
）
稚
（
い
）
し
く
地
（
つ
ち
）
稚
（
い
）
し
き
時

に
、
譬
（
た
と
）
へ
ば
浮
膏
（
う
か
べ
る
あ
ぶ
ら
）
の
猶
（
ご
と
）
く
し
て
漂

蕩
（
た
だ
よ
）
へ
り
。
時
に
、国
の
中
に
物
（
も
の
）
生
（
な
）
れ
り
。
状
（
か

た
ち
）
葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
抽
（
ぬ
）
け
出
（
い
）
で
た
る
が
如
（
ご
と
）
し
。

此
（
こ
れ
）
に
因
（
よ
）
り
て
化
生
（
な
り
い
）
づ
る
神
（
か
み
）
有
（
ま
）
す
。

可
美
葦
牙
彦
男
尊
（
う
ま
し
あ
し
か
び
ひ
こ
ぢ
の
み
こ
と
）
と
号
（
ま
う
）
す
。

（
3
）
一
書
第
三

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
混
（
ま
ろ
か
）
れ
成
る
時
に
、
始
め
て
神
人
（
か
み
）
有

（
ま
）す
。
可
美
葦
牙
彦
男
尊（
う
ま
し
あ
し
か
び
ひ
こ
ぢ
の
み
こ
と
）と
号（
ま

う
）
す
。（
以
下
略
）

（
4
）
一
書
第
四

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
初
（
は
じ
）
め
て
判
（
わ
か
）
る
る
と
き
に
、
始
め
て
倶

（
と
も
）
に
生
（
な
り
い
）
づ
る
神
有
す
。
国
常
立
尊
（
く
に
の
と
こ
た
ち
の

み
こ
と
）
と
号
（
ま
う
）
す
。
次
に
国
狭
槌
尊
（
く
に
の
さ
つ
ち
の
み
こ
と
）。
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又
（
ま
た
）
曰
（
い
）
は
く
、
高
天
原
（
た
か
ま
の
は
ら
）
に
所
生
（
あ
）
れ

ま
す
神
の
名
（
み
な
）
を
、
天
御
中
主
尊
（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
み
こ
と
）

と
曰
（
ま
う
）
す
。
次
に
高
皇
産
霊
尊
（
た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と
）、
次
に

神
皇
産
霊
尊
（
か
み
み
む
す
ひ
の
み
こ
と
）。（
以
下
訓
注
略
）

（
5
）
一
書
第
五

天
地
未
（
い
ま
）
だ
生
（
な
）
ら
ざ
る
時
に
、
譬
へ
ば
海
上
（
う
な
は
ら
の
う

へ
）
に
浮
（
う
か
）
べ
る
雲
の
、
根
（
ね
）
係
（
か
か
）
る
所
（
と
こ
ろ
）
無

き
が
猶
（
ご
と
）
し
。
其
の
中
に
一
物
（
ひ
と
つ
の
も
の
）
生
（
な
）
れ
り
。

葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
初
め
て
埿
（
ひ
ぢ
）
の
中
に
生
（
お
ひ
い
）
で
た
る
が

如
し
。
便
（
す
な
は
）
ち
人
（
か
み
）
と
化
為
（
な
）
る
。
国
常
立
尊
と
号
す
。

（
6
）
一
書
第
六

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
初
（
は
じ
め
）
て
判
（
わ
か
）
る
る
と
き
に
、物
（
も
の
）

あ
り
。
葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
若
（
ご
と
）
く
し
て
、
空
（
そ
ら
）
の
中
に
生

（
な
）
れ
り
。
此
に
因
り
て
化
（
な
）
る
神
を
、
天
常
立
尊
（
あ
め
の
と
こ
た

ち
の
み
こ
と
）
と
号
す
。
次
に
可
美
葦
牙
彦
男
尊
。
又
物
有
り
。
浮
膏
（
う
か

べ
る
あ
ぶ
ら
）
の
若
く
し
て
、
空
の
中
に
生
れ
り
。
此
に
因
り
て
化
（
な
）
る

神
を
、
国
常
立
尊
（
く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）
と
号
す
。

ま
ず
本
文
か
ら
一
書
第
六
ま
で
、
登
場
す
る
神
々
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

書
紀
本
文	

国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊
・
豊
斟
渟
尊

一
書
第
一	

国
常
（
底
）
立
尊
・
国
狭
（
立
）
槌
尊
・
豊
国
主
尊
（
別
名
略
）

一
書
第
二	

可
美
葦
牙
彦
男
尊
・
国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊

一
書
第
三	

可
美
葦
牙
彦
男
尊
・
国
常
立
尊

一
書
第
四	

国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊

	

又
曰
、
天
御
中
主
尊
・
高
皇
産
霊
尊
・
神
皇
産
霊
尊

一
書
第
五	

国
常
立
尊

一
書
第
六	

天
常
立
尊
・
可
美
葦
牙
彦
男
尊
・
国
常
立
尊

神
名
に
つ
い
て
ま
ず
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

常
（
と
こ
）
は
床
（
と
こ
）
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
底
（
そ
こ
）
と
同
様
に
、

い
わ
ば
土
台
で
あ
る
。
国
の
土
台
で
あ
る
神
、
と
い
う
意
味
に
成
る
。
そ
の
永
遠

性
が
意
識
さ
れ
る
と
「
常
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
と
め
て
ク

ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

ま
た
「
可
美
」（
う
ま
し
）
と
い
う
の
は
「
大
」
や
「
速
」
な
ど
と
同
様
に
称

辞
で
あ
る
か
ら
、
神
の
名
前
を
解
釈
す
る
と
き
は
除
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
彦
男
」は
ヒ
コ
も
ヂ
も
男
性
を
示
す
。
葦
の
芽
を
神
格
化
し
た
男
性
神
で
あ
る
。

ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

こ
の
神
は
大
阪
湾
の
自
然
を
背
景
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
阪
湾

の
葦
原
が
秋
の
洪
水
で
泥
の
海
と
化
す
。
と
こ
ろ
が
春
に
な
る
と
そ
こ
か
ら
新
し

い
生
命
が
芽
吹
い
て
く
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
世
界
の
始
ま
り
が
重
ね
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
、
と
。

ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
は
、
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
が
視
覚
的
と
い
う
よ
り
は
言
葉
に
頼

っ
た
意
味
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
具
体
的
な
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
る
。

単
純
明
快
に
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
の
方
が
よ
り
古
い
、
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。

先
述
の
本
文
の
他
に
、
一
書
第
五
が
、
国
常
立
尊
を
「
葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
初

め
て
埿
（
ひ
ぢ
）
の
中
に
生
（
お
ひ
い
）
で
た
る
が
如
し
」
と
形
容
し
て
い
る
の

も
、
両
神
名
の
融
合
と
移
行
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

異
質
な
の
は
、一
書
第
四
に
「
又
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
天
御
中
主
尊
、

高
皇
産
霊
尊
、神
皇
産
霊
尊
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
の
「
別

天
神
」
の
最
初
の
神
々
で
も
あ
る
。

特
に
天
御
中
主
尊
は
、
実
際
に
い
ず
れ
か
の
場
所
で
祭
ら
れ
た
形
跡
が
無
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
中
国
唐
王
朝
の
主
祭
神
で
あ
る
昊
天
上
帝
に
倣
っ
て
文
字
通
り
に

創
作
さ
れ
た
神
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
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高
皇
産
霊
尊
（
た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と
）
と
神
皇
産
霊
尊
（
か
み
み
む
す
ひ

の
み
こ
と
）
は
ム
ス
ヒ
、す
な
わ
ち
物
を
産
み
出
す
力
の
神
格
化
さ
れ
た
も
の
で
、

男
女
の
対
と
さ
れ
た
神
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
い
わ
ゆ
る
天

孫
降
臨
の
一
方
の
主
宰
神
で
あ
る
。
こ
の
神
に
付
い
て
は
あ
ら
た
め
て
別
稿
を
用

意
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
地
の
始
ま
り
の
最
初
の
神
と
し
て
は
最
も
新
し
く
登
場
し
た
の
だ

ろ
う
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

か
く
し
て
、
記
紀
神
話
の
異
伝
の
比
較
か
ら
、
具
象
的
な
神
か
ら
抽
象
的
な
神

へ
と
最
初
の
神
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
も
、
三
者
が
混
在
す

る
こ
と
と
、
最
も
新
し
い
と
推
定
さ
れ
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
『
古
事
記
』
編

纂
か
ら
十
余
年
を
経
た
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
も
物
語
を
持
た
な
い
、
名
だ
け

の
存
在
で
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
は
定
着
し
な
い
ま
ま
に
次
の
時
代
へ
と
持
ち
越

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
移
行
が
記
紀
編
纂
の
同
時
代
に
進
行
し
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　（
三
）
次
の
四
代
─
男
女
対
偶
の
神
々
─

四
代　
　

	

埿
土
煮
尊
（
ウ
ヒ
ヂ
ニ
ノ
ミ
コ
ト
）・
・
沙
土
煮
尊
（
ス
ヒ
ヂ
ニ
ノ

ミ
コ
ト
）

五
代　
　

	

大
戸
之
道
尊
（
オ
ホ
ト
ノ
ヂ
ノ
ミ
コ
ト
）・
・
大
苫
辺
尊
（
オ
ホ
ト

マ
ベ
ノ
ミ
コ
ト
）

六
代　
　

面
足
尊
（
オ
モ
ダ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）・・
惶
根
尊
（
カ
シ
コ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）

七
代　
　

	

伊
弉
諾
尊
（
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
）・
・
伊
弉
冉
尊
（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ

ミ
コ
ト
）

四
代
目
の
両
神
、
ウ
と
ス
が
対
に
な
っ
て
男
女
を
示
す
と
さ
れ
る
。「
ひ
ぢ
」

も
「
に
」
も
泥
や
土
を
あ
ら
わ
す
。
こ
こ
で
も
ま
た
泥
が
登
場
す
る
。
泥
の
中
か

ら
男
女
つ
が
い
の
神
が
現
わ
れ
る
。

五
代
目
、「
と
」
は
二
つ
の
世
界
を
つ
な
ぐ
狭
ま
っ
た
所
を
い
う
。
港
（
み
な
と
）

や
瀬
戸
（
せ
と
）
の
「
と
」
で
あ
る
。
そ
こ
を
塞
ぐ
扉
で
は
な
く
、
隙
間
の
空
間

そ
の
も
の
を
指
す
。
こ
こ
で
は
男
女
の
性
器
を
指
す
と
さ
れ
る
。「
み
と
の
ま
ぐ

は
ひ
」
の
「
と
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
「
大
」、
す
な
わ
ち
「
立
派
な
」
と
い
う

修
飾
語
が
付
い
て
い
る
。

六
代
目
、
こ
こ
か
ら
男
女
両
神
の
か
け
あ
い
の
言
葉
に
な
る
。
男
神
が
言
う
。

「
面
（
お
も
）」
が
「
足
（
た
）」
り
て
い
る
、容
貌
が
整
っ
て
い
る
、き
れ
い
だ
ね
、

と
。
女
神
が
答
え
る
。「
惶
（
か
し
こ
）」
い
こ
と
で
す
、
お
そ
れ
お
お
い
こ
と
で

す
、
と
。

七
代
目
、「
い
ざ
」
は
現
代
語
に
残
る
「
い
ざ
鎌
倉
」
の
「
い
ざ
」、「
さ
あ
」

と
い
う
誘
い
の
言
葉
で
あ
る
。「
な
」は
現
代
語
の
格
助
詞
の「
の
」、「
き
」と「
み
」

は
そ
れ
ぞ
れ
男
と
女
を
示
す
。「
さ
あ
の
お
と
こ
」「
さ
あ
の
お
ん
な
」
と
い
う
の

が
直
訳
で
あ
る
。

こ
の
部
分
、
物
語
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん
ら
か
の
神
話
劇
的
な
も
の
が

背
景
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
っ
た
く
の
文
学
的
創
作
な
の
か
、
付
加
さ
れ
た

二
つ
の
一
書
、
す
な
わ
ち
異
伝
も
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
系
譜
に
か
か
わ
る
短

い
物
で
、
手
が
か
り
に
乏
し
い
。

『
日
本
書
紀
』
の
編
者
は
、
こ
の
四
代
を
、

乾
坤
の
道
、相
参
（
あ
ひ
ま
じ
）
り
て
、化
（
な
）
る
。
所
以
（
こ
の
ゆ
ゑ
）
に
、

此
の
男
女
（
を
と
こ
を
み
な
）
を
成
す
。

と
位
置
づ
け
る
。
陰
陽
が
交
わ
っ
て
男
女
の
神
々
が
生
ま
れ
た
、
と
。

陰
陽
の
原
理
と
言
う
よ
り
は
、
生
々
し
く
性
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
し
よ

う
。
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三
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
「
大
八
洲
生
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
─
い
わ
ゆ
る
国
生
み
神
話
─

こ
こ
で
は
『
書
紀
』
本
文
に
よ
っ
て
物
語
を
確
認
し
て
お
く
。

最
初
に
「
磤
馭
盧
嶋
（
お
の
ご
ろ
し
ま
）」
が
造
ら
れ
る
。

伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
、
天
浮
橋
（
あ
め
の
う
き
は
し
）
に
立
た
し
て
共
に
計

（
は
か
）
ら
ひ
て
曰
（
の
た
ま
は
）
く
「
底
（
そ
こ
）
つ
下
に
豈
（
あ
）
に
国
（
く

に
）
無
け
む
や
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
す
な
は
ち
天
之
瓊
矛
（
あ
め
の
ぬ
ぼ
こ
）

を
も
て
、
指
（
さ
）
し
下
ろ
し
て
探
（
か
き
さ
ぐ
）
る
。
こ
こ
に
滄
凕
（
あ
を

う
な
は
ら
）
を
獲
（
え
）
き
。
其
の
矛
（
ほ
こ
）
の
鋒
（
さ
き
）
よ
り
滴
瀝
（
し

た
だ
）
る
潮
（
し
ほ
）、
凝
（
こ
）
り
て
ひ
と
つ
の
嶋
に
成
（
な
）
れ
り
。
名

づ
け
て
磤
馭
盧
嶋
（
お
の
ご
ろ
し
ま
）
と
い
う
。

天
浮
橋
は
水
平
方
向
の
橋
で
は
な
く
、
天
と
地
を
結
ぶ
垂
直
方
向
の
梯
子
だ
と

さ
れ
る
。「
あ
に
国
無
け
む
や
」
は
「
い
や
必
ず
あ
る
」
と
い
う
反
語
で
あ
り
、

神
の
言
葉
と
し
て
予
言
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。「
お
の
ご
ろ

し
ま
」
は
、
お
の
ず
か
ら
に
凝
り
固
ま
っ
た
島
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
矛

で
か
き
回
し
て
と
い
う
描
写
自
体
、
性
行
為
を
連
想
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
オ
ノ
ゴ
ロ
シ
マ
に
降
り
立
ち
、「
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ
」

し
て
「
く
に
つ
ち
」
を
産
も
う
と
す
る
。
そ
こ
で
柱
を
巡
っ
て
求
婚
す
る
の
だ
が
、

女
神
の
イ
ザ
ナ
ミ
が
先
に
声
を
か
け
て
し
ま
う
。

二
神
、
こ
こ
に
、
そ
の
嶋
に
降
り
居
し
て
、
よ
り
て
共
為
夫
婦
（
み
と
の
ま
ぐ

は
ひ
）
し
て
、
洲
国
（
く
に
つ
ち
）
を
産
生
（
う
）
ま
ん
と
す
。
す
な
は
ち
磤

馭
盧
嶋
を
も
て
、
国
中
（
く
に
な
か
）
の
柱
と
し
て
、
陽
神
（
を
か
み
）
は
左

よ
り
め
ぐ
り
、
陰
神
（
め
か
み
）
は
右
よ
り
め
ぐ
る
。

（
中
略
）

時
に
、
陰
神
先
ず
唱
へ
て
曰
く
「
憙
哉
（
あ
な
う
れ
し
ゑ
や
）、
可
美
少
男
（
う

ま
し
を
と
こ
）に
遇
ひ
ぬ
る
こ
と
」と
の
た
ま
ふ
。
陽
神
悦
び
ず
し
て
曰
く「
吾

は
こ
れ
男
子
（
ま
す
ら
を
）
な
り
。
理
（
こ
と
わ
り
）
ま
さ
に
先
に
唱
ふ
べ
し
。

如
何
ぞ
、
婦
人
（
た
わ
や
め
）
に
し
て
、
か
へ
り
て
言
（
こ
と
）
先
立
つ
や
。

事
す
で
に
不
祥
（
さ
が
な
）
し
。
以
て
改
め
旋
る
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。

こ
こ
で
は
陰
陽
の
原
理
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
男
尊
女
卑
の
差
別
思
想
を
も
受

け
入
れ
る
こ
と
だ
っ
た
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

か
く
し
て
誤
り
は
修
正
さ
れ
、記
紀
神
話
の
中
で
も
知
ら
れ
た
く
だ
り
に
至
る
。

よ
り
て
陰
神
に
問
ひ
て
曰
く
「
汝
（
い
ま
し
）
が
身
に
何
の
成
れ
る
と
こ
ろ
か

有
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
こ
た
へ
て
曰
く
「
吾
が
身
に
ひ
と
つ
の
雌
の
元
（
め
の

は
じ
め
）
と
い
う
と
こ
ろ
あ
り
」
と
の
た
ま
ふ
。

陽
神
曰
く
「
吾
が
身
に
亦
、
雄
の
元
と
い
ふ
と
こ
ろ
あ
り
。
我
が
身
の
元
の
と

こ
ろ
を
も
て
、
汝
が
身
の
元
の
と
こ
ろ
に
合
（
あ
は
）
せ
む
と
思
欲
ふ
」
と
の

た
ま
ふ
。
こ
こ
に
陰
陽
（
め
を
）
始
め
て
遘
合
（
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ
）
し
て
夫

婦
（
を
う
と
め
）
と
な
る
。

解
説
す
る
ま
で
も
無
い
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
『
古
事
記
』
の
方
が
知
ら
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。『
古
事
記
』
か
ら
も
引
用
し
て
お
く
。

こ
こ
に
、其
の
妹
（
い
も
）
伊
邪
那
美
命
に
問
ひ
て
曰
（
の
）
ら
さ
く
「
汝
（
な
）

が
身
は
い
か
に
成
れ
る
。」
と
の
ら
せ
ば
、答
へ
て
白
（
ま
を
）
さ
く
、「
吾
（
あ
）

が
身
は
成
り
な
り
て
成
り
合
は
ぬ
処（
と
こ
ろ
）一
処（
ひ
と
と
こ
ろ
）在（
あ
）

り
。」
と
ま
を
す
。
し
か
し
て
、
伊
邪
那
岐
命
詔
（
の
）
ら
さ
く
、「
我
（
あ
）

が
身
は
成
り
な
り
て
成
り
余
れ
る
処
一
処
在
り
。
故
、
此
の
吾
が
身
の
成
り
余

れ
る
処
以
ち
て
、
汝
が
身
の
成
り
合
は
ぬ
処
に
刺
し
塞
ぎ
て
、
国
土
（
く
に
）
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を
生
み
成
さ
む
と
以
為
（
お
も
）
ふ
。
生
む
こ
と
奈
何
（
い
か
）
に
。」
と
の

ら
せ
ば
、（
下
略
）

こ
う
し
て
国
生
み
が
始
ま
る
の
だ
が
、
最
初
の
「
淡
路
洲
（
あ
は
ぢ
の
し
ま
）」

は
「
意
（
み
こ
こ
ろ
）
に
快
（
よ
ろ
こ
）
び
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
さ
れ
る
。
本

文
で
は
こ
れ
以
上
の
言
及
が
無
い
。
こ
の
点
、「
大
八
洲
」
を
見
た
後
で
も
う
一

度
検
討
し
て
お
こ
う
。

「
大
八
洲
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
本
文
に
従
っ
て
、
名
前
だ
け
並
べ
て

お
く
。

⑴　

大
日
本
豊
秋
津
洲
（
お
ほ
や
ま
と
と
よ
あ
き
づ
し
ま
）

⑵　

伊
予
二
名
洲
（
い
よ
の
ふ
た
な
し
ま
）

⑶　

筑
紫
洲
（
つ
く
し
の
し
ま
）

⑷　

億
岐
洲
（
お
き
の
し
ま
）

⑸　

佐
渡
洲
（
さ
ど
の
し
ま
）

⑹　

越
洲
（
こ
し
の
し
ま
）

⑺　

大
洲
（
お
ほ
し
ま
）

⑻　

吉
備
子
洲
（
き
び
の
こ
し
ま
）

　
　

	（
こ
れ
以
外
の
、
対
馬
、
壱
岐
、
及
び
処
処
の
小
嶋
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ

ザ
ナ
ミ
の
産
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、「
潮
の
沫
」
の
凝
り
固
ま
っ
た
も
の

だ
と
い
う
。）

こ
の
「
大
八
洲
」
の
う
ち
、
⑷
の
億
岐
洲
と
⑸
の
佐
渡
洲
は
「
雙
（
ふ
た
ご
）」

と
さ
れ
、「
世
人
（
よ
ひ
と
）、
あ
る
ひ
は
雙
生
む
こ
と
あ
る
は
、
此
に
か
た
ど
り

て
な
り
」
と
双
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
の
起
源
神
話
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
越
」
が
「
洲
」
と
さ
れ
て
い
る
理
由
は
未
詳
で
あ
る
。「
し
ま
」
と
は
、

水
に
囲
ま
れ
た
陸
地
だ
け
で
は
な
く
、
陸
上
で
も
「
占
む
」、「
閉
む
」、「
治
る
」

な
ど
の
語
で
表
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
い
う
。
従
っ
て
「
く

に
」
で
は
な
く
「
し
ま
」
が
使
わ
れ
て
も
必
ず
し
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
、

な
ぜ
「
越
」
だ
け
が
「
し
ま
」
な
の
か
、
手
が
か
り
は
な
い
に
等
し
い
。

⑺
の
「
大
洲
」
も
余
り
に
一
般
的
な
名
で
、
瀬
戸
内
の
い
く
つ
か
の
島
が
候
補

に
上
が
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
島
を
指
す
の
か
未
詳
と
さ
れ
る
。

「
大
八
洲
」
と
し
て
八
つ
の
島
を
あ
げ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
島
か
、
実
は
明

確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
先
述
の
、「
快
び
ざ
る
と
こ
ろ
」
と
さ
れ
た
「
淡
路
洲
」

も
、
曖
昧
さ
が
残
る
。
こ
の
部
分
も
い
く
つ
か
の
「
一
書
」
が
あ
り
、
島
の
名
前

な
ど
の
異
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
例
え
ば
、
一
書
第
一
で
は
女
神
が
先
に

声
を
か
け
た
結
果
と
し
て
、「
蛭
児
（
ひ
る
こ
）」
と
と
も
に
「
淡
洲
（
あ
は
の
し

ま
）」
が
「
児
（
こ
）
の
数
（
か
ず
）
に
充
（
い
）
れ
ず
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
最

初
に
不
具
の
子
が
生
ま
れ
る
と
い
う
神
話
類
型
に
属
す
る
と
い
う
。
こ
の「
淡
洲
」

が
先
の
「
淡
路
洲
」
と
同
一
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
書
第
一
は
「
淡
洲
」
と

は
別
に
「
淡
路
洲
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
大
八
洲
」
に
は
い
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
八
島
を
示
す
の
は
本
文
と
一
書
第
一
の
み
で
、
他
の
異
伝
は
、
具
体

的
な
八
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

偶
数
の
「
八
」
は
日
本
固
有
の
「
聖
数
」
と
さ
れ
る
。
具
体
的
な
数
字
の
八
で

は
な
く
、「
多
く
の
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
あ
る
い
は
「
大
八
洲
」

も
本
来
そ
の
よ
う
な
概
念
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
中
国
的
な
聖
数
で

あ
る
奇
数
が
受
容
さ
れ
る
の
と
表
裏
の
関
係
で
、
具
体
的
は
八
が
求
め
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奇
数
の
場
合
は
七
ま
で
は
具
体
的
な
数
で
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
所
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

『
日
本
書
紀
』
編
者
は
陰
陽
の
原
理
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

日
本
の
領
土
の
島
々
は
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
生
々
し
い
性
的
行
為
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
抽
象
的
は
陰
陽
原
理
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

し
か
し
一
方
で
は
、
先
に
引
用
し
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
表
現
の
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違
い
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
々
し
い
性
的
表
現
は
忌
避
さ
れ
、
タ
ブ
ー
化

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
そ
れ
は
、
原
初
の
お
お
ら
か
さ
の
喪
失

と
も
言
え
る
し
、
逆
に
、
律
令
国
家
の
形
成
に
と
も
な
っ
て
野
卑
か
ら
雅
び
へ
と

洗
練
さ
れ
て
行
く
過
程
と
も
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
両
面
性
を
持
っ
た
事
態
が
進

行
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、「
大
八
洲
生
成
」
は
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
。

次
に
海
を
生
む
。
次
に
川
を
生
む
。
次
に
山
を
生
む
。
次
に
木
の
祖
（
お
や
）

句
句
廼
馳
（
く
く
の
ち
）
を
生
む
。
次
に
草
の
祖
・
草
野
姫
（
か
や
の
ひ
め
）

を
生
む
。
亦
（
ま
た
）
は
野
槌
（
の
つ
ち
）
と
名
（
な
づ
）
く
。

日
本
を
彩
る
地
形
と
植
物
が
生
み
出
さ
れ
て
行
く
。動
物
は
生
み
出
さ
れ
な
い
。

そ
れ
は
食
物
の
起
源
と
か
か
わ
っ
て
、
次
の
世
代
で
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。ま

と
め
に
か
え
て

こ
の
後
、『
書
紀
』
本
文
で
は
イ
ザ
ナ
キ
は
イ
ザ
ナ
ミ
に
議
ら
っ
て
、

「
吾（
わ
れ
）既（
す
で
）に
し
て
大
八
洲
国
及
び
山
川
草
木
を
生
め
り
。
何（
い

か
に
）
ぞ
天
下
（
あ
め
の
し
た
）
の
主
者
（
き
み
た
る
も
の
）
を
生
ま
ざ
ら
む
」

と
の
た
ま
ふ
。
是
（
こ
こ
）
に
、
共
に
日
の
神
を
生
み
ま
つ
り
ま
す
。
大
日
孁

貴
（
お
ほ
ひ
る
め
の
む
ち
）
と
号
（
ま
う
）
す
。

と
し
て
、
次
の
主
役
と
な
る
「
天
下
主
者
」
を
う
む
。

付
言
す
れ
ば
、
本
文
で
は
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
性
的
行
為
に
よ
っ
て
「
大

日
孁
貴
」
す
な
わ
ち
天
照
大
神
以
下
の
神
々
が
生
ま
れ
る
が
、
一
書
第
一
で
は
、

イ
ザ
ナ
キ
の
み
が
イ
ザ
ナ
ミ
な
し
で
、
手
に
持
っ
た
鏡
の
力
に
よ
っ
て
「
大
日
孁

尊
（
お
ほ
ひ
る
め
の
み
こ
と
）」
以
下
の
神
々
を
生
む
。
一
書
第
六
で
は
、
黄
泉

の
国
か
ら
帰
っ
た
あ
と
の
み
そ
ぎ
で
、
イ
ザ
ナ
キ
の
み
か
ら
、
天
照
大
神
以
下
の

神
々
が
生
ま
れ
る
。

こ
こ
で
も
性
的
行
為
の
忌
避
が
進
ん
で
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
火
の
神
、
軻
遇
突
智
（
か
ぐ
つ
ち
）
を
産
ん
で
、
イ
ザ
ナ
ミ
は

焼
け
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
こ
か
ら
あ
と
は
前
稿
で
論
じ
た
。

本
稿
で
の
検
討
の
結
果
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
お
こ
う
。

日
本
の
固
有
の
伝
承
で
は
、
漂
う
混
沌
か
ら
最
初
の
神
が
生
ま
れ
る
点
に
関
心

の
重
点
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
中
国
の
場
合
ほ
ど
に
は
天
地
の
剖
判
は
意
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
『
旧
約
聖
書
』
の
世
界
と
比
較
す
る
と
違
い
は
明
白
で
、
中
国
の
も
の

と
日
本
の
伝
承
と
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、ま
ず
天
地
自
然
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
神
が
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
宇
宙
の
外
に
い
る
と
も
取
れ

る
神
が
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
創
っ
て
行
く
物
語
と
は
構
造
が
ま
っ
た
く
違
う
。

「
天
地
創
造
」
と
「
天
地
開
闢
」
と
は
、
神
（
々
）
と
「
天
地
」
と
の
か
か
わ
り

方
が
ま
っ
た
く
異
質
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
日
本
と
そ
の
自
然
は
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
生
々
し
い
性
的
行
為
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
抽
象
的
な
陰
陽
の
原
理
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

中
国
の
場
合
も
、
陰
陽
思
想
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
は
男
女
雌
雄
の
性
的
行
為

か
ら
の
類
推
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
編
者
の
前
に
あ
っ

た
陰
陽
思
想
は
そ
の
よ
う
な
生
々
し
さ
を
ほ
ぼ
消
し
去
っ
た
抽
象
度
の
高
い
原
理

と
し
て
の
陰
陽
思
想
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
よ
う
な
陰
陽
思
想
が
、
性
的
行
為
の
忌
避
化
や
、
男
尊
女
卑
の
思
想
と
と

も
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

次
稿
に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
こ
の
世
界
、一
般
に
「
葦

原
中
国
」
と
呼
ば
れ
る
世
界
と
つ
な
が
る
「
異
界
」
を
見
て
行
こ
う
と
思
う
。
天
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上
世
界
で
あ
る
「
高
天
原
」、地
下
世
界
で
あ
る
「
黄
泉
の
国
」、ま
た
「
底
つ
国
」、

「
根
の
国
」、
海
上
遥
か
な
世
界
で
あ
る
「
常
世
の
国
」
な
ど
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ

う
な
世
界
で
、
こ
の
世
界
と
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
の
か
、
確
認
し
て
行
き

た
い
。	

（
未
完
）　

　

注
本
稿
は
、
２
０
０
９
年
江
戸
川
大
学
春
期
公
開
講
座
の
内
容
を
も
と
に
活

字
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
紀
要
前
号
か
ら
の
続
編
で
あ
る
。
本
稿
で
は

自
然
観
と
宇
宙
観
と
を
扱
う
予
定
で
い
た
が
、
宇
宙
観
は
次
稿
に
ま
わ
す

こ
と
に
し
た
。

引
用
史
料
は
、『
日
本
書
記
』
お
よ
び
『
万
葉
集
』
は
古
典
大
系
本
を
、『
古

事
記
』
は
思
想
体
系
本
を
、『
旧
約
聖
書
』
は
新
共
同
訳
本
を
、
そ
れ
ぞ

れ
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
旧
漢
字
を
適
宜
新
漢
字
に
換
え
、
動
詞
・
副
詞

は
か
な
標
記
に
変
更
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。


